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R04-08 号 令和４年１２月２日(金)発行 

前号でご紹介いたしましたが、福祉委員会では、１１

月２１日から２５日にかけて、本校正門前で「赤い羽根共

同募金」への呼びかけを行いました。 

募金活動を行うにあたり、１１月９日の委員会活動時

には、栄区社会福祉協議会の方、小菅ケ谷ケアプラザの

方、いたちカフェ実行委員の方に来ていただき、「赤い

羽根共同募金」の活動内容や、その使われ方などのご

説明をしていただきました。福祉委員一人ひとりが募

金の意味を考え、自主的に活動に参加する良い契機と

なりました。 

 

赤い羽根共同募金参加のご報告 

募金当日は天候不良などもあり、すべてがスムーズ

に行われたわけではありませんでしたが、皆様のご協

力により、４日間で合計 16,108 円もの募金が集まり

ました。こちらは、栄区社会福祉協議会に提出してま

いりました。 

今回の募金活動を通して学んだことをいかして、他

にも自分たちにどのような活動ができるか生徒自身

で模索しながら活動できる委員会を作っていってほし

いと思います。 

 

赤い羽根共同募金ポスター 

「赤い羽根共同募金」へのご協力、 

誠にありがとうございました。  

（文責 緒方載近） 

 



 

生徒会担当 細井ちひろ 

 

１２月１３日(火)に令和４年度生徒会本部役員選挙が行われます。この選挙の

後、昨年の１２月から生徒会活動の中心となり、学校を支えた生徒会本部の役員

も入れ替わり新しい生徒会本部へと移りかわります。 

これまで、あいさつ運動や横浜こども会議、意見箱の設置など様々な活動を通

して小山台中学校をよりよくしようと力を尽くしてきた現本部役員の思いを引

き継ぎ、小山台中学校の生徒会活動を益々活発にしていくために 7 人の立候補

者が揃いました。 

また、公平で公正な選挙にするために、選挙の大切さ、一票の大切さを伝える

広報紙を選挙管理委員会が発行するなど選挙に向けての準備を進められていま

す。全校生徒一人ひとりが一票の重みを感じられる選挙にしたいと思います。 

生徒会選挙について 

おすすめ図書の紹介 

私がおすすめする本は 、 「旅屋おかえり」 著：原田マハ です。 

 

 売れないタレント「おかえり」さんこと、丘えりかは唯一のレギュラー番組が打ち切りになり、 

依頼人の願いを叶える「旅代理業」を始めることになります。 

単に旅をするだけでなく、依頼人の思いも背負って旅をします。旅先の風景や出会った人 

達との描写は、その場にいるかのような気持ちになります。 

コロナ禍で旅行に行く機会が無くなった今、また旅がしたくなる。 そんな一冊でした。 

 

学校司書  内藤晴子 

また、続編の「丘の上の賢人」は電車の中で読ん

でいたのですが、泣いてしまっても読むのを止めら

れなかった一冊です。２冊とも読んだ後に素敵な気

持ちにさせてくれると思います。 

 

 図書館にあるので、是非読んでみてください。 

旅屋おかえり 丘の上の賢人 

５日(月)～8日(木)        ３年進路面談、１・２年三者面談  

13 日(火)              生徒会役員選挙立会演説会、投票 

22日(木)              大掃除 

２３日(金)               全校集会 

24日(土)～１月９日(月)   冬休み 

１２月のおもな予定 


